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仰職制運動の歴史の中で捉え、第 1 回信仰職制世界会議（1927 年）からリマ信仰職制全体
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1 世紀末から 2 世紀初頭のキリスト教共同体において、改宗者がどのようにキリスト教に
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幼児のバプテスマが、2 世紀後半から 3 世紀の初めにすでに伝統という認識のもとで執行
されていたことは、オリゲネス（185 頃－254 頃）の「教会も使徒たちからの伝承を受け継
いで、幼子たちにも洗礼を授けているのです」41という描写から明らかである。 
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以上の資料から、2 世紀の終わりから 3 世紀初めにかけてキリスト教入信の構成は、1）
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53 同上, 64-66 頁, 18 章を参照. 
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第 1 章 信仰職制におけるバプテスマ理解の進展 
およびローマ・カトリック教会の展開 
 
現代エキュメニカル運動の嚆矢は 1910 年に開催されたエディンバラ宣教会議である。K. 
ラトゥーレットは宣教会議に関して、時が経つにつれてさらにその重要性が分かる出来事
の一つと称賛の声をあげている71。事実この宣教会議の開催が契機となり、1925 年には第
1 回生活と実践世界キリスト教会議、1927 年に第 1 回信仰職制世界会議が開催されたので
ある。信仰職制世界会議では信仰と職制に関連する事項が扱われているが、本論文ではバプ
テスマをめぐる諸問題に焦点を当てて論述する。 
『リマ文書』成立までの信仰職制運動はおおよそ次の 3 期に分けられる72。 
第 1 期 第 1 回信仰職制世界会議（1927 年）～第 3 回信仰職制世界会議（1952 年） 
（比較教会論の時期） 
第 2 期  第 3 回～第 4 回信仰職制世界会議（1963 年）（キリスト中心の教会論の時期） 
  第 3 期  第 4 回～リマ信仰職制全体委員会（1982 年）（「見える一致」を求める時期） 
















71 Cf. Kenneth Scott Latourette, Ecumenical Bearings of the Missionary Movement and the 
International Missionary Council, in Ruth Rouse and Stephen Charles Neill eds., A History of the 
Ecumenical Movement Volume 1 1517-1948, Geneva: World Council of Churches, 2004, p. 355. 初版は
1954 年. 























職制世界会議準備委員会が開催され、聖公会主教 C. H. ブレントの主導のもとに会議は進
められた82。ブレントが果たした重要な役割の一つは信仰職制世界会議のヴィジョンを示し
 
74 Cf. World Missionary Conference, 1910. Report of Commission VIII-Co-Operation and the Promotion 
of Unity, Edinburgh: Oliphant, Anderson & Ferrier and New York: Fleming H. Revell Company, 1910, 
pp. 220-223. ボノメリとマックビーの関係、ボノメリのメッセージが読まれたいきさつに関しては、Joan 
Delaney, From Cremona to Edinburgh-Bishop Bonomelli and the World Missionary Conference of 1910, 
The Ecumenical Review, Vol. 52(3), 2000, pp. 418-431 を参照。 
75 Cf. World Missionary Conference, 1910. Report of Commission VIII-Co-Operation and the Promotion 
of Unity, pp. 220-221. 
76 Cf. ibid., p. 222.  
77 Cf. Joint Commission Appointed to Arrange for a World Conference on Faith and Order. An Official 
Statement by the Joint Commission of the Protestant Episcopal Church in the United States of America, 
pp. 13-16. 出版年は記載されていない。しかしこの箇所が、後述するWorld Conference on Faith and Order. 
Report of the Preliminary Meeting at Geneva, Switzerland, August 12-20, 1920-A Pilgrimage Toward 
Unity, 1920, pp. 1-2 に、1910 年に開催された米国聖公会総会における信仰職制世界会議開催の決議文と
して引用されているので、同書が 1910 年に開催された米国聖公会総会の報告書であることは確実である。 
78 Cf. ibid., pp. 15-16. 
79 Cf. ibid., pp. 14-15. 
80 Cf. Joint Commission Appointed to Arrange for a World Conference on Faith and Order-Report of the 
Committee on Plan and Scope adopted April 20, 1911, pp. 10-11. 
会議の入会資格は教会にあって、個人にはない。この方式は WCC の会憲に踏襲されている。 
Cf. Constitution and Rules of the World Council of Churches (as amended by the 10th Assembly of 
the WCC in Busan, Republic of Korea, 2013), in Erlinda N. Senturias and Theodore A. Gill, Jr. eds., 
Encountering the God of Life-Report of the 10th Assembly of the World Council of Churches, Geneva: 
World Council of Churches Publications, 2014, p. 425.   
81 Cf. The World Conference for the Consideration of Questions Touching Faith and Order-Report of 
the Deputation to Europe and the East, 1919, pp. 10-12.  


























（1）第 1 回信仰職制世界会議（1927 年）～第 2 回信仰職制世界会議（1937 年） 
 
① 第 1 回信仰職制世界会議（1927 年） 
 
1927 年、以上のような準備を経て第 1 回信仰職制世界会議88がスイスのローザンヌで開
 
及び、歴史的に意義のある会議となった。Cf. World Conference on Faith and Order. Report of the 
Preliminary Meeting at Geneva, Switzerland, August 12-20, 1920, pp. 2-15.  
83 Cf. ibid., p. 17.  
84 Cf. ibid., pp. 19-20.  
85 Cf. ibid., p. 85. 
86 Cf. Question Concerning Conferences (as is alleged) to Promote the Unity of all Christian People 
(1927), in G. K. A. Bell ed., Documents on Christian Unity-A Selection from the First and Second Series 
1920-30, London: Oxford University Press, 1955, pp. 187-188. 
87 Cf. Encyclical Letter (Mortalium Animos) on Fostering True Religious Union (1928), in ibid., pp. 188-
200.  
88 H. N. Bate ed., Faith and Order. Proceedings of the World Conference, Lausanne, August 3-21, 1927, 




催され、7 つの分科会において次のテーマで討議された。「I 一致への呼びかけ」、「II 世界
への教会の使信：福音」、「III 教会の本質」、「IV 教会の共通の信仰告白」、「V 教会の職務」、
「VI サクラメント」、「VII キリスト教会の一致と現存する教会との関係」であるが、VII  
の議題は討議不足として第 1 回世界会議で委任された継続委員会に回され、最終報告書は



























89 Cf. Leonard Hodgson ed., The Second World Conference on Faith and Order Held at Edinburgh, 
August 3-18, 1937, New York: the Macmillan Company, 1938, pp. 3-5.  
90 Cf. H. N. Bate ed., Faith and Order. Proceedings of the World Conference, pp. 313-317. 
91 Cf. ibid., p. 314. 
92 Cf. ibid. 
93 Cf. ibid., p. 472.  















 第 1 回世界会議以降、第 2 回信仰職制世界会議（1937 年）に至る期間、第 1 回世界会議
で指名された継続委員会が同世界会議報告書の作成と第 2 回世界会議への準備作業を担っ
たが、世界経済の危機によって財政不足に陥り 1932 年から 1933 年の間には開催できなか
った97。継続委員会が第 1 回世界会議の報告書を各教会に送付し、同世界会議に関する教会
からの応答を整理した文書『諸見解』98を発表したのは、1934 年になってからである。 









② 第 2 回信仰職制世界会議（1937 年） 
 
第 2 回世界会議における分科会のテーマは、「I わたしたちの主、イエス・キリストの恩
 
95 Cf. ibid., pp. 472-473. 
96 Cf. ibid., p. 473. 
97 Cf. Leonard Hodgson ed., The Second World Conference on Faith and Order, pp. 6-8.  
98 Leonard Hodgson, H. N. Bate, and Ralph W. Brown eds., Convictions-A Selection from the Responses 
of the Churches to the Report of the World Conference on Faith and Order, Held at Lausanne in 1927, 
New York: The Macmillan Co., 1934. 
99 フレンズ、メソジスト、会衆派およびバプテスト教会、ディサイプル（キリスト教会）、改革派および長
老派教会、合同教会、ルーテル教会、聖公会、古カトリック教会、チェコスロヴァキア教会、正教会である














visible signs of His invisible grace)、「恩恵の保証であり、封印」(pledges and seals of 
grace)103であるという合意に達している。これはアウグスティヌスの「目には見えない犠牲
の聖なる徴」104が念頭にあると考えられる。 















100 この報告書は未完成のまま、議事録に記載されている（Cf. Leonard Hodgson ed., The Second World 
Conference on Faith and Order, pp. 236-238）。 
101 Cf. ibid., p. 239. 
102 Cf. ibid., p. 240. 
103 Ibid. 
104 『神の国』10.5（茂原昭男・野町啓訳『アウグスティヌス著作集 12 神の国(2)』, 教文館, 1982, 304
頁）。アググスティヌスは、何かあるものを指し示しているしるしを、キリスト自身と使徒の教えを通して
バプテスマとユーカリストの二つとした（加藤武訳『アウグスティヌス著作集 6 キリスト教の教え』, 教
文館, 1988, 161－162 頁(3. 9. 13) を参照）。 
105 Leonard Hodgson ed., The Second World Conference on Faith and Order, p. 241. 
106 Cf. ibid. 





















いるため、第 2 回世界会議におけるバプテスマをめぐる討議事項は 2 パラグラフ114と短い










108 Cf. ibid., p. 240 n3). 
109 Report of Commission III “The Ministry and Sacraments”, World Conference on Faith and Order 
No. 81, 1937.  
110 Ibid., p. 38. 
111 Cf. ibid., pp. 38-40. 
112 Cf. ibid. 
113 Ibid., p. 40. “Baptism in the name of the Trinity is the necessary bond of unity of the Christian 
Church”. 
114 Cf. Leonard Hodgson ed., The Second World Conference on Faith and Order, pp. 243-244. 
115 Cf. ibid., p. 239.  
116 Cf. ibid., p. 243. 
















（2）第 3 回信仰職制世界会議（1952 年）～第 4 回信仰職制世界会議（1963 年） 
 
第 2 回信仰職制世界会議から第 3 回世界会議の間で信仰職制運動に関係する大きな出来
事は 1948 年 WCC の創立である。生活と実践運動、および信仰職制運動の 2 つの運動が













118 Cf. ibid., pp. 243-244.  
119 Cf. ibid., pp. 173-174. 
120 Cf. ibid., pp. 264-265. 
121 Cf. The Archbishop of York, William Temple, in Leonard Hodgson ed., The Second World Conference 
on Faith and Order, p. 19. 聖公会のテンプル大主教は、開会礼拝の説教で、ユーリストが共にできないの
は教会の本質によるものであるが、分裂は最も大きなスキャンダルであると遺憾の意を表した。 
122 Cf. Pehr Edwall, Eric Hayman, and William D. Maxwell eds., Ways of Worship: The Report of a 
Theological Commission of Faith and Order, New York: Harper & Brothers, 1951, p. 5. 
123 Cum compertum (1948), in G. K. A. Bell ed., Documents on Christian Unity Fourth Series 1948-57, 
London: Oxford University Press, 1958, pp. 16-17.   














第 3 回世界会議にはローマ・カトリック教会は参加しなかったが、4 人のオブザーバーが
出席している129。 
 
① 第 3 回信仰職制世界会議（1952 年） 
 
第 3 回信仰職制世界会議の枠組みは、「I 諸教会への言葉」、「II キリストと彼の教会」、
「III 継続と一致」、「IV 礼拝の方式」、「V 相互聖餐」、「VI わたしたちはどこに立っている
のか」、である。このような枠組みであるように、第 3 回世界会議では、教会の本質と伝統











125 Cf. The Roman Catholic Church and the First Assembly of the World Council of Churches, The 
Ecumenical Review, Vol. 1(2), 1949, pp. 197-201. 
126 Cf. Some Roman Catholic Voices about the First Assembly, The Ecumenical Review, Vol. 1(2), 1949, 
p. 203. 
127 Oliver S. Tomkins ed., The Third World Conference on Faith and Order Held at Lund, August 15th 
to 28th 1952, London: SCM Press Ltd, 1953. 
128 Cf. ibid., p. 79. 
129 Cf. ibid., p. 358. 出席の経緯、出席者の名前や職名は明らかにされていない。 
130 Cf. ibid., p. 15.  
131 Cf. Pehr Edwall, Eric Hayman, and William D. Maxwell eds., Ways of Worship, p. 35. 






















第 3 回世界会議から第 4 回世界会議までの間に、バプテスマをめぐる主要な会議として







133 Cf. ibid., p. 48. 
134 Ibid., p. 56. 
135 Cf. ibid., p. 44. 
136 Cf. ibid., p. 45. 
137 Paul S. Minear ed., The Nature of the Unity We Seek: Official Report of The North American 
Conference on Faith and Order, September 3-10, 1957, Oberlin, Ohio, St. Louis: the Bethany Press, 
1958. 
138 One Lord, One Baptism-Report on The Divine Trinity and the Unity of the Church and Report on 
The Meaning of Baptism by the Theological Commission on Christ and the Church, London: SCM Press 
Ltd, 1960. 本論文では、The Meaning of Baptism (pp. 45-71)を取り上げる。以後 One Lord, One Baptism、
日本語では『一人の主、一つのバプテスマ』と表記する。 
139 Cf. Paul S. Minear ed., The Nature of the Unity We Seek, pp. 194-199. 同会議は WCC およびカナダ
と米国教会協議会の呼びかけによる公式会議である（Cf. ibid., p. 32）。同会議にローマ・カトリック教会
からもオブザーバーとして 2 名のカトリック司祭が参加したが、報告書には彼らが会議において発言した

































らすバプテスマと解釈されている144。第 2 として、信仰告白者のバプテスマと幼児の                               
バプテスマをめぐる議論に関して、信仰告白者のバプテスマには、個人の明確な決定におい
 
140 Cf. ibid., p. 197. 
141 Cf. ibid., pp. 197-198. 
142 Cf. ibid., p. 198. 
143 Cf. One Lord, One Baptism, p. 48. 














上記の研究を踏まえ、第 4 回信仰職制世界会議が開催される。 
 
 ② 第 4 回信仰職制世界会議（1963 年） 
 
第 4 回信仰職制世界会議は、東方正教会が加盟し、ローマ・カトリック教会の代表も参加
して “a new stage”（新しい段階）148を迎えた。ローマ・カトリック教会では、第二バチカ
ン公会議の開幕とエキュメニカル運動への参入という大きな変化があり、カトリック神学
者も第 4 回信仰職制世界会議の主な報告書を起草するなど149、公に活動を始めている。第












145 Cf. ibid., p. 64. 
146 Cf. ibid., p. 66. 
147 Cf. ibid., pp. 67-69. この項の展開として、WCC 第 3 回総会（1961 年）において、バプテスマによる
キリストへのあかしが強調されている（Cf. W. A. Visser ’t Hooft ed., The New Delhi Report. The Third 
Assembly of the World Council of Churches 1961, New York: Association Press, 1962, p. 127, § 34）。 
148 P. C. Rodger and L. Vischer eds., The Fourth World Conference on Faith and Order, p. 19. 
149 Cf. ibid., p. 20.  
150 Cf. ibid., p. 69 (Mo § 106). (Mo. §) はモントリオール報告書の通し番号を示す。 






第 4 回世界会議においてバプテスマに関して共通に理解された事項を挙げる。第 1 に、
バプテスマの儀式に必要な要素として 6 項目が合意されている152。(a) 救済における神の主
導権とわたしたちが神の恩寵に完全に依存しているという認識。(b) キリストにおける罪の















第 2 節 ローマ・カトリック教会のバプテスマ解釈の変遷 
トリエント公会議（1545－63 年）～第二バチカン公会議（1962－65 年）の展開 
 




の到来が告げられている。第二バチカン公会議は 1962 年から 1965 年までの間、毎年秋に
 
152 Cf. ibid., p. 72 (Mo § 112).  
153 Cf. ibid., p. 73 (Mo § 113).  
154 Ibid., p. 29. 
155 Cf. ibid., p. 73 (Mo § 115).  
156 神田は、このバプテスマの反復されえない性質に関して、ユーカリストとバプテスマとの対比におい
て論じている（『現代の聖餐論―エキュメニカル運動の軌跡から―』, 131 頁を参照）。 
157 Cf. P. C. Rodger and L. Vischer eds., The Fourth World Conference on Faith and Order, p. 73 (Mo  
§ 116).  
158 Cf. John XXIII, Ad Petri Cathedram (1959), § 79.  Available 2018 年 10 月現在.   
http://w2.vatican.va/content/john-xxiii/en/encyclicals/documents/hf_j-xxiii_enc_29061959_ad-



































159 公会議に対する WCC の反応と教皇庁による WCC への働きについては、信仰職制委員会議長となった
ルカス・フィッシャーの以下の論文を参照。Cf. Lukas Vischer, The Ecumenical Movement and the Roman 
Catholic Church, in Harold E. Fey ed., A History of the Ecumenical Movement Volume 2 1948-1968, 
Oregon: Wipf and Stock Publishers, 2009, pp. 311-352. 

















病者の塗油、叙階、結婚である（DS 1601）。第 2 は、この 7 つのサクラメントは同等では
ない（DS 1603）。サクラメントがキリストによって制定されたという規定は、サクラメン
トは人間の行為ではなく神の働きであることが示されている。この点は宗教改革時におけ













り返せない（DS 1609）。しかしこの霊印が何であるかは規定されていない。第 7 は、ルタ
ーの万人祭司説161に対して、すべてのキリスト者が司祭の役割ができるわけではないとし









































162 “symbolum esse rei sacrae et invisibilis gratiae formam visibilem”. 
163 『教会憲章』11 条を参照. 
164 神の民に関しては、『教会憲章』9－17 条を参照。 
神の民の祭司、祭司職に関する論述は、特に J. S. アリエタ「司祭的神の民、信徒の共通司祭職―『教会







































165 『教会憲章』31 条. 
166 同上を参照. 
167 同上, 32 条. 
168 同上を参照.  
169 同上, 33 条. 
170 『信徒使徒職に関する教令』2 条. 
171 同上. 
172 同上, 3 条を参照. 
173 犬養道子『生ける石・信徒神学』（犬養道子自選集 6）, 岩波書店, 1998, 301 頁. 単行本は 1984 年に
出版された。傍点は原著者。 
174 同上, 318 頁を参照. 




























（Cf. L-RC Ministry, 1981, 13 項, 19 項）。L-RC Ministry, 1981 は、ルーテル世界連盟－ローマ・カトリ
ック教会間対話報告書の省略形である。資料（1）ローマ・カトリック教会－他教会間対話報告書一覧を参
照。ローマ・カトリック教会による 2 教会間対話については、本論文第 4 章で考察する。 
177 『教会憲章』37 条を参照. 
178 ヨハネ・パウロ二世・小田武彦・門脇輝夫訳『使徒的勧告 信徒の召命と使命』, カトリック中央協議
会, 2006.  
179 Cf. Co-Workers in the Vineyard of the Lord-a Resource for Guiding the Development of Lay Ecclesial 
Ministry, Washington D.C.: United States Conference of Catholic Bishops, 2005. 
 信徒教会奉仕職に関しては、「『信徒教会奉仕職の召命と公認』より」『神学ダイジェスト』（上智大学神
学会）117 号, 2014（特集 教会における信徒）, 39－78 頁所載の論文を参照。 
180 本章では、救いを「聖徒の交わり、罪の許し、体の復活、永遠の命に入る」という意味で用いる（Cf. 
Brett Salkeld, A Catholic Perspective on Salvation, One in Christ, Vol. 46(1), 2012, p. 73）。 
教会と救いに関する研究については、以下の論文を参照。岩島忠彦『キリストの教会を問う―現代カト
リック教会論―』, サンパウロ, 2004, 259-268 頁；J. S. アリエタ「教会への所属と教会における救い―第
二ヴァティカン公会議をめぐって」『カトリック研究』（上智大学神学会）55 号, 1989, 97－126 頁；鳥巣義
文「万人の救いと教会―『教会の外に救いはない』という命題の成立及び解釈史―」『南山神学』（南山大学
文学部神学科）第 16 号, 1993, 1－39 頁；Francis A. Sullivan, Salvation Outside the Church? Tracing 
the History of the Catholic Response, Oregon: Wipf and Stock Publishers, 2002；増田祐志「洗礼と教
会」, 上智大学キリスト教文化研究所編『洗礼と水のシンボリズム―神の国のイニシエーション』, リトン, 
























救いの仲介者である教会への所属が強く求められている。第 4 ラテラノ公会議（1215 年）
の第 1 章『カトリック信仰について』（DS 800-802）においても、唯一の普遍教会が存在し、
その教会の外では誰も救われない（DS 802）と記されている。ボニファツィオ八世（在位




年）(Super quibusdam, DS 1050-1085)においても、教会の信仰と教皇に対する服従が救わ
 
181 Origenes, Homilia III: 5, in J. -P. Migne, Patrologiae Cursus Completus. Series Graeca, Vol. 12,  
pp. 841-842. Reprint of 1912.  
“Extra hanc domum, id est extra Ecclesiam nemo salvatur”. 
182 Cyprianus, Epistulae 73: 21, in G. F. Diercks ed., Sancti Cypriani Episcopi epistularium 3C, Series 
Latina, Turnhout: Belgium, Brepols Publishers, 1996, p. 555. 
 “quia salus extra ecclesiam non est”. 
183  Augustinus, Sermo ad Caesariensis ecclesiae plebem, in Corpus Scriptorum Ecclesiasticorum 
Latinorum, Vol. 53, New York, 1910, p. 175.  
“sed nusquam nisi in ecclesia catholica salutem poterit inuenire”. 




れる条件だとしている（DS 1051）。およそ 100 年後に開催されたフィレンツェ公会議の『コ







 ピオ九世（在位 1846－78）は、1854 年 12 月 9 日の演説 Singulari quadam において、























184 Cf. Francis A. Sullivan, Salvation Outside the Church?, pp. 69-81. 
185 Singulari quadam, DS 2865-2867 の解説を参照。  
186 ピオ十二世・東大教養学部カトリック研究会訳・沢田和夫注解『ミステチ・コルポリス キリストの





自身が解釈している意味で解釈されるべきである（DS 3866）。第 2 は、少なくとも願望と
切望があればよい（DS 3870）。第 3 として、教会に一致したいというこの願望は必ずしも


























ローマ・カトリック教会の他教会に対する態度の変化は次の 3 点にまとめられる。第 1
 
187 Cf. Francis A. Sullivan, Salvation Outside the Church?, pp. 1-2. 
188 『教会憲章』14 条を参照. 
189 同上, 15 条.  
190 同上. 































193 『エキュメニズムに関する教令』3 条. 
194 同上. 
195 同上を参照. 
196 同上、6 条.  
197 同上、7 条を参照. 
198 同上、8 条を参照. 
199 同上、9 条を参照. 
200 同上、12 条を参照. 
201 例えば、教皇レオ十三世（在位 1878－1903）は、以下のような回勅を発表している。 
諸国家のキリスト教的構造に関して Immortale Dei (1885 年).  Available 2018 年 10 月現在. 
http://w2.vatican.va/content/leo-xiii/en/encyclicals/documents/hf_l-xiii_enc_01111885_immortale-
dei.html  
労働問題について Rerum Novarum (1891 年).  Available 2018 年 10 月現在.  
http://w2.vatican.va/content/leo-xiii/en/encyclicals/documents/hf_l-xiii_enc_15051891_rerum-
novarum.html   
キリスト教的民主主義について Graves de Communi Re (1901 年).  Available 2018 年 10 月現在.  
http://w2.vatican.va/content/leo-xiii/en/encyclicals/documents/hf_l-xiii_enc_18011901_graves-de-
communi-re.html  






















【 要約的考察 】 
 
 
 本章では、信仰職制運動の歴史において、その幕開けを告げる第 1 回信仰職制世界会議
から第 4 回までのバプテスマをめぐる議論と、第 4 回信仰職制世界会議の前年から開催さ
れたローマ・カトリック教会の第二バチカン公会議におけるエキュメニカルな視点の転換
という二つの流れを考察した。 
まず第 1 回と第 2 回信仰職制世界会議の意義は、諸教会が一堂に会し、討議を通して教
会の本質と伝統の概念を比較、検討して他教会との相違がいかなるものかを認識したこと
である。第 1 回世界会議においてサクラメントとオーディナンスに関する理解の相違、第 2
 
203 Available 2018 年 10 月現在. 
http://www.vatican.va/roman_curia/pontifical_councils/chrstuni/documents/rc_pc_chrstuni_pro_20051
996_chrstuni_pro_en.html 




206 Cf. Francis A. Sullivan, Salvation Outside the Church?, p. 202. 




























































































208 Baptism, Eucharist & Ministry 1982-1990-Report on the Process and Responses, Geneva: WCC 
Publications, 1990. 
209 Cf. New Directions in Faith and Order, Bristol 1967. Reports-Minutes-Documents, Geneva: World 
Council of Churches, 1968, p. 107.   
210 Cf. Norman Goodall ed., The Uppsala Report 1968. Official Report of the Fourth Assembly of the 
World Council of Churches, Uppsala July 4-20, 1968, Geneva: World Council of Churches, 1968, p. 82 
(Worship, § 30). 
211 Baptism, Confirmation and the Eucharist, Study Encounter, Vol. IV, No.4, 1968, pp. 194-198. これ
までのバプテスマをめぐる問題点が整理されている。『バプテスマ・堅信・ユーカリスト』（1968 年版）と
表記する。 
212 Cf. Minutes of the Meeting of the Commission and Working Committee, 1968, Uppsala and Sigtuna, 
















4 回の WCC 総会と 4 回の信仰職制世界会議の合計 8 回の会議の報告書から、バプテスマに







 『アクラ文書』「バプテスマ」の構成は、1 章「バプテスマの制定」、2 章「バプテスマの
意味」、3 章「バプテスマの含む意味、4 章「バプテスマの執行―教職者、形式、典礼式」、
5 章「一つなる信仰の中にあるバプテスマによる入会に対する違った態度」、6 章「提案」、







213 Faith and Order Louvain 1971-Study Reports and Documents, Geneva: World Council of Churches, 
1971, p. 5. 
214 Cf. ibid., pp. 5-6. 
215 Ecumenical Agreement on Baptism, in ibid., pp. 49-53. 
216 Baptism, Confirmation and Eucharist, in ibid., pp. 35-49. 『バプテスマ・堅信・ユーカリスト』（1971
年版）と表記する。 
217 Cf. ibid., p. 46.  
218 Cf. Accra 1974. Meeting of the Commission on Faith and Order, July/August 1974, Ghana, Geneva: 












「バプテスマの意味」（A 2 章 2－4 項）では、『一人の主、一つのバプテスマ』で明らか
にされた、バプテスマと救済史に関する研究成果を基礎にしてバプテスマの意味が示され
ている。バプテスマの意味は 3 項目あり、1 点目は、キリストの死と復活への参与が中心に
ある。共通理解の鍵はイエス自身のバプテスマで、その意味することはヨルダン川から復活
までのイエスの全生涯、さらにヨルダン川でイエスに下った聖霊と聖霊降臨の聖霊まで含






のうちに生きることである（A 4 項）。  






箇所は第 3 回、第 4 回信仰職制世界会議、WCC 第 2 回、第 3 回総会における討議が生かさ
れている。3 点目は、キリストへの参与としてのバプテスマとバプテスマによって救われた
人のあかしと奉仕である（A 7 項）。 




水で執行される（A 9 項）。これは第 1 回信仰職制世界会議から引き継いでいる。3 点目は、
 
219 Cf. Leonard Hodgson ed., The Second World Conference on Faith and Order, p. 239. 
220 これに対する反対意見もある。Cf. Gunter Wagner, Baptism from Accra to Lima, in Max Thurian ed., 
Ecumenical Perspectives on Baptism, Eucharist and Ministry, Geneva: World Council of Churches, 




典礼式に取り入れられるべき要素221が確認されている（A 10 項）。4 点目は、バプテスマの
意義としてバプテスマはキリストの死と復活への参与、新しい命、キリストの肢となること、
罪の許し（A 11 項）である。 
「一つなる信仰の中にあるバプテスマによる入会に対する違った態度」（A 5 章 12－19
項）は、幼児（小児）のバプテスマと信仰告白者のバプテスマ（A 12－A 14 項）、霊の賜物
と堅信式または塗油式（A 15－A 19 項）の二部構成となっており、いずれも長い記述であ
る。幼児のバプテスマは第 2 回信仰職制世界会議以降、研究されてきたが、ここでは『一人
の主、一つのバプテスマ』の研究成果が生かされた。 
 幼児（小児）のバプテスマと信仰告白者のバプテスマ（A 12－A 14 項）に関して 1 点目
は、「個人の明白な決断と参与という形で表される」（A 12 項）。バプテスマは個人に信仰が
あることが本質的な条件であるが、その個人的な決断も教会の信仰とあかしを通して宣言




それに対する服従の応答の義務」（A 14 項）を負わされているからである。 









る（A 18 項）。3 点目として、堅信はバプテスマの想起である（A 19 項）。 


































1975 年、WCC 第 5 回総会は各教会が真の交わりを深めるために、加盟教会に対して『ア






222 第 4 回信仰職制世界会議で合意されている。Cf. ibid., p, 73 (§ 113). 
223 Cf. David M. Paton ed., Breaking Barriers Nairobi 1975-The Official Report of the Fifth Assembly 
of the World Council of Churches, Nairobi, 23 November-10 December, 1975, published in collaboration 
with the World Council of Churches by SPCK, London, WM. B. Eerdmans, Grand Rapids, 1976, pp. 68-
69. 
224 本資料は、ジュネーブにある WCC 本部アーカイブ: 整理番号 23_5_112 Preparatory Document for 
Crêt-Bérard, Churches on the Way to Consensus-A Survey of the Replies to the Agreed Statements 
“One Baptism, One Eucharist and a Mutually Recognized Ministry”, FO/77:3 April 1977 (Revised June 
1977)である。信仰職制委員会内部資料であるため、公に発表されてはいない。 
225 Cf. Towards an Ecumenical Consensus on Baptism, the Eucharist and the Ministry-A Response to 




































226 Cf. ibid., p. 6.  
227 Cf. ibid., pp. 7-8. 
228 Cf. ibid., p. 7. 
229 Ibid., p. 8. “does it, as critics of the church say, allow unjust structures to persist? What does it mean 
that baptism has often been imposed with force, thus becoming in some instances an instrument of 














メニカルグループによる 4 通を含む）231。筆者は WCC 本部アーカイブ232でこのうち 5 通
の応答を見つけることができず、全 26 通のうち、バプテスマに関する応答、英語（6 通）、
フランス語（11 通）、ドイツ語（1 通）の合計 18 通233を分析した。応答したカトリック神
学者と大学神学部の一覧を表 1 に挙げる。 
 
 
表 1 カトリック神学者と大学神学部による『アクラ文書』「バプテスマ」への応答一覧  
No. 使用言語 応答者・応答機関 
1  仏 Père Jean Corbon, Beyrouth  
2  仏 Laval University, Canada 
3  独 Catholic Theological Department of the University of Augsburg 
4  英 Pontifical Institute of Theology and Philosophy, Alwaye, India 
5  仏 Theological Faculty of Lyon, Bruno Chenu 
6  仏 P. Edgar Haulotte, Paris 
7  仏 Centre Sevres, Paris 
8  仏 Père Congar  
9  仏 A. Jaubert 
10  英 Faculty of Theology, Institute of Religious Studies, Delhi 
 
230  Costly Obedience (1996), in Thomas F. Best and Martin Robra eds., Ecclesiology and Ethics-
Ecumenical Ethical Engagement, Moral Formation and the Nature of the Church, Geneva: WCC 
Publications, 1997, pp. 50-90. 
231 WCC 本部アーカイブ: 整理番号 23_5_112, pp. 18-19 を参照. 
232 各応答は、WCC 本部アーカイブ: 整理番号 23_5_117 Responses to 1974 Accra Paper “Baptism, 
Eucharist and Mutually Recognized Ministry” A-Z に収められている。 





No. 使用言語 応答者・応答機関 
11  英 Sophia University, Tokyo 
Paul Pfister  
Peter Nemeshegyi 
12  英 Catholic Theological Academy, Utrecht 
13  英 Theological Faculty, Tilburg 
14  仏 Theological Faculty S.I. “Bobolanum”, Warsaw 
15  仏 Pontifical Theological Faculty of Wratislavia, Wroclaw 
16  仏 Catholic Theological Academy, Warsaw 
17  仏 Pontifical Athenaeum “Antonianum”, Rome 
18  英 Faculty of Theology, Fu Jen University, Taipei 
 
 以上の応答から、カトリック神学者が『アクラ文書』「バプテスマ」に関して指摘した
点を 6 点に整理して検討する。 

















234 “Dans le baptême des enfants, l’acte liturgique exprime l’espérance de Dieu et de l’Eglise en la foi 
de cet enfant et il appelle cette foi”. 
235 “for recognition of baptism, for there is no longer a barrier”. 
236 “The recognition of the ministry be separated from the foregoing recognitions, because it belongs to 





































237 WCC 本部アーカイブ: 整理番号 23_5_112, p. 24 を参照. 
 神田もネメシェギのユーカリストに関する応答を高く評価し、詳細に論じている（神田健次『現代の聖



































238 Cf. Louisville Consultation on Baptism, Geneva: World Council of Churches, 1980. 同協議会には、
ローマ・カトリック教会、メソジスト教会、改革派教会、信仰告白者のバプテスマのみを執行する教会と
してバプテスト教会とともにメノナイト、ディサイプル教会の神学者が参加した（Cf. ibid., pp. 3-6）。 
239 Cf. ibid., pp. 101-102. 
240 Cf. ibid., p. 106.  
241 Cf. Faith and Order Louvain 1971, pp. 192-193. 
















本項では『リマ文書』を L と表記する。 
 
243 リマ信仰職制全体委員会における協議に関しては、Michael Kinnamon ed., Towards Visible Unity. 
Commission on Faith and Order, Lima 1982. Volume I: Minutes and Addresses, Geneva: World Council 
of Churches, 1982, pp. 80-87 を参照。 
項 項
1 バプテスマの制定 1 1 バプテスマの制定 1
2 バプテスマの意味 2 2 バプテスマの意味 2 A  キリストの死と復活への参与
3 A キリストの死と復活への参与 3
B  霊の賜物とキリストの体の肢となる
こと
4 B 悔改め、赦しおよびきよめ 4 C  バプテスマと信仰
5 C 聖霊の賜物 3 バプテスマの含む意味 5 A  一致のきずな
6 D キリストのからだへの入会 6 B  聖餐にあずかること
7 E 神の国のしるし 7 C  キリストへの参与と証し





































1 章「バプテスマの制定」（L 1 項）では、バプテスマがイエスの生涯における出来事に根
差し、神と民との間の契約関係に入る意義が述べられている。バプテスマが神からの賜物で
あり、父と子と聖霊の名による執行など、バプテスマの基本的な意味が示されている。 




されている（L 2 項）。1. キリストの死と復活への参与（ロマ 6：3－5、コロ 2：12）。2. 罪
の洗いと清め（I コリ 6：11）。3. 新生（ヨハ 3：5）。4. キリストによって導かれる「光の
子」としての生活（エフェ 5：14）。5. 古い衣をぬぎすててキリストによる新しい衣を着る
こと（ガラ 3：27）。6. 聖霊による刷新（テト 3：5）。7. 洪水からの救い（I ペト 3：20－
21）。7. 奴隷の縄目からの脱出（I コリ 10：1－2）。8. 性差別、人種差別あるいは社会的階
層による差別などの障壁がのりこえられる新しい人間性への解放（ガラ 3：27－28、I コリ
12：13）、の 8 点である。 
バプテスマの意味の 1 点目は、「キリストの死と復活への参与－バプテスマのキリスト論















244 以下、『リマ文書』の内容分析に関しては、Gunter Wagner, Baptism from Accra to Lima, in op. cit., 
pp. 12-32、および神田健次『現代のバプテスマ論の一考察―BEM を中心として』を批判的に対話しつつ
参照。 
245 Cf. Gunter Wagner, Baptism from Accra to Lima, pp. 15-16. 
246 フランシスコ会聖書研究所訳注『聖書 原文校訂による口語訳 パウロ書簡 第一巻 ローマ人への手



























“one baptism”, “common baptism”, “baptismal unity”であり、バプテスマの一致が教会の
一致に重要であることが強調されている。A 3 項の“it is a sign and seal of our discipleship”
に、“baptism is a sign and seal of our common discipleship”と“common” が加えられ、








247 ワーグナーは、問題のある文と断言している（Cf. Gunter Wagner, Baptism from Accra to Lima, pp. 
16-17）。 
248 神田健次『現代のバプテスマ論の一考察―BEM を中心として』, 84 頁を参照. 






3 章「バプテスマと信仰」（L 8－L 10 項）の 3 項は A 4 項と A 7 項に相当している。 
バプテスマと信仰の意味の一つ目は、バプテスマは神の賜物であると同時に人間の応答
であることが示され、L 12 項で扱われる幼児のバプテスマの伏線が敷かれている（L 8 項）。
救いを受けるためには信仰が必要であるが、問題は、この信仰は誰の信仰かは明らかにされ






ての生きるべき道が示される（L 9 項）。L 9 項は A 4 項が使われている。 
三つ目の意味は、キリスト者はバプテスマと新しい創造によって喜びに満たされ251、その
結果、バプテスマは個人の救済ではなく、「キリストの福音を共にあかしする共同の責任」







4 章「バプテスマのならわし」（L 11－L 16 項）では、A 信仰告白者のバプテスマと幼児
のバプテスマ（L 11－L 13 項）、B バプテスマ―塗油―堅信（L 14 項）、C バプテスマの相
互承認に向かって（L 15－L 16 項）の 3 部に分かれ、バプテスマをめぐって争点となって
いる問題が取り扱われている。信仰告白者のバプテスマと幼児のバプテスマの問題は、第 2
回信仰職制世界会議以降懸案になっている事項であり、上述したルイスヴィル協議会で行
われた 5 項目の確認事項が L 11－L 12 項に反映されている。 






250 Cf. ibid., p. 19. 





して成長することが強調されている（L 12 項）。L 12 項は、A 12－A 14 項が大幅に修正さ











るという解決策が提示されている。本項は A 22 項とほぼ同じである。 
B バプテスマ―塗油―堅信（L 14 項）では、バプテスマの争点の 1 つである「バプテス









 C バプテスマの相互承認に向かって（L 15－L 16 項）において、幼児のバプテスマを執
行する教会と信仰告白者のみに執行する教会が、自分たちのバプテスマの執行を見直すと
もに、相手の教会の執行を認め合う姿勢が提案されている。 
 5 章「バプテスマの執行」（L 17－L 23 項）に関して 7 項目が示されている。 
1 項目は、バプテスマは父と子と聖霊の名によって水で執行されることが確認されている
（L 17 項）。これは第 1 回信仰職制世界会議で同意され、以後引き継がれている。2 項目は、
浸礼によるバプテスマの執行である（L 18 項）が、A 21 項のように強く主張されていない。
注 L 18 では、水を用いることの意義が述べられている。3 項目は、按手というしるし、塗
油という所作、十字を切る所作が、礼拝を豊かにすると述べられている（L 19 項）。4 項目
 





れるべき要素として提示され、諸教会が使用できるように提示された（L 20 項）。5 項目、






バプテスマの執行者についてであるが（L 22 項）、A 8 項後半部が変更されている。最後の






第 2 は、バプテスマ理解において、「キリストの死と復活への参与」（L 3 項）、「悔改め、
赦しおよびきよめ」（L 4 項）、「聖霊の賜物」（L 5 項）、「キリストのからだへの入会」（L 6














かである。第 3 として、信徒の働きに関して触れられていない254。第 4 は、障がい者のバ
 
253 Cf. Louisville Consultation on Baptism, pp. 106-107. 
254 WCC 第 2 回総会（1954）の分科会において信徒と召命に関して話し合われている。 
（Cf. W. A. Visser ’t Hooft ed., The Evanston Report-The Second Assembly of the World Council of 




























255 Cf. Max Thurian ed., Churches Respond to BEM: Official Responses to the “Baptism, Eucharist and 
Ministry” Text, Volume II, Geneva: World Council of Churches, 1986, p. 289. 『キリスト新聞』, 1986 年
4 月 26 日付を参照. 
256 Cf. Max Thurian ed., Churches Respond to BEM: Official Responses to the “Baptism, Eucharist and 
Ministry” Text, Volume II, p. 187. 






い生活を掴もうとするものである。Cf. David Gill ed., Gathered for Life-Official Report, VI Assembly 
World Council of Churches, Vancouver, Canada 24 July-10 August 1983, Geneva: World Council of 
Churches, 1983, pp. 46-47 (§ 14). 
258 『リマ文書』, 25－26 頁を参照. 
259 Cf. Baptism, Eucharist & Ministry 1982-1990-Report on the Process and Responses, p. 3. 
260 Roman Catholic Church Response, pp. 1-40.  




































263 Cf. Johannes Cardinal Willebrands, The Catholic Church and the Ecumenical Movement, Mid-
Stream, Vol. 27(1), 1988, p. 32. 
264 Roman Catholic Church Response, p. 11. “The document does not here give adequate attention, 
however, to the implications of the fact that a person is baptized within a particular ecclesial fellowship 
in a divided Christianity”. 
265 Cf. ibid. 
266 Cf. ibid., p. 12. 
267 Cf. ibid. 
268 Ibid., p. 13. 










は述べている271。ローマ・カトリック教会の「応答の真意」(the spirit of the response)272
は、第 1 に、カトリック教会に所属する人にとって、『リマ文書』の研究は豊かな経験とな










発表された 1982 年以降 1990 年までの間、信仰職制委員会における作業は主として『リマ
文書』応答に対する討議に費やされた。会議での討議内容から、主要な 2 点を挙げる。 
第 1 に、1986 年にベニスで『リマ文書』に関する協議会が開催され、同協議会において
バプテスマをめぐる争点は以下の 6 点であることが明確になった。1. 幼児と信仰告白者の
バプテスマ、2. バプテスマのサクラメントとしての特徴、3. 神の恩寵の優位性、4. バプテ
スマにおける「契約」の概念、5. バプテスマにおける原罪、6. バプテスマと堅信の 6 点で
ある274。 
第 2 は、1989 年に開催されたブダペスト信仰職制全体委員会で発表された『バプテスマ・
ユーカリスト・職務：一致への継続する呼びかけ：信仰職制委員会による諸教会に向けた声
明』275で、諸教会からの応答に対する信仰職制委員会による応答と言えるものである。同声
明の注目できる点は、諸教会が『リマ文書』への応答を通して、次の 3 点、1. 自分たちの
 
270 Ibid., p. 15. 
271 Cf. ibid., p. 39. 
272 Johannes Cardinal Willebrands, The Catholic Church and the Ecumenical Movement, p. 32.  
273 Cf. ibid., pp. 32-33. 
 Cf. Roman Catholic Church Response, pp. 39-40.  
274 Cf. Minutes of the Meeting of the Standing Commission, August 1987, Madrid, Spain, pp. 33-34. 
275 Cf. Baptism, Eucharist and Ministry: The Continuing Call to Unity: A Statement by the Faith and 
Order Commission Addressed to the Church, in Thomas F. Best ed., Faith and Order 1985-1989. The 

























 3 点目は、エキュメニカル運動の一連の研究における初めての成果である。 
 4 点目は、『リマ文書』に関して諸教会に対し、権限のある機関による公式の応答が求め
られた。これにより各教会は自分たちの教義や教会生活を見直す機会となった。 
 5 点目は、キリスト教 2000 年の歴史上最も広範囲に議論された文書である。『リマ文書』








277  One Lord-One Faith-One Church: A Longing for One Baptism. The report from the bilateral 
conversations between The Church of Norway and The Baptist Union of Norway 1984-1989. 





【 要約的考察 】 
 
 








































のしるし」(signs of bridge-building)278と表現される所以である。 












278 Louisville Consultation on Baptism, p. 101. 
279 Lewis S. Mudge, Convergence on Baptism, in Max Thurian ed., Ecumenical Perspectives on Baptism, 


















第 1 節 第 5 回信仰職制世界会議（1993 年）～ファヴェルジュ協議会（1997 年） 
 
 









コ イ ノニ ア
を目指して」で、その中心にある概念はコイノニア







280 Cf. Thomas F. Best and Günther Gassmann eds., On the Way to Fuller Koinonia, p. 225. 
281 ‘The Unity of the Church as Koinonia: Gift and Calling’ (The Canberra Unity Statement) in Michael 
Kinnamon ed., Signs of the Spirit-Official Report Seventh Assembly, Canberra, Australia, 7-20 
February 1991, Geneva: WCC Publications, 1991, pp. 172-174, and also in Thomas F. Best and Günther 















メニカル運動における、この時」(at this moment in the ecumenical movement)285であり、
この一致に到達するために諸教会に 7 つの課題が提示された。その課題とは、『リマ文書』




「正義、平和、被造物の保全世界会議」(World Convocation on Justice, Peace and the 
Integrity of Creation, 略称 JPIC)が視野にある。 
コイノニアという用語はギリシャ語から由来し287、参加、交わり、共有などの意味で使用










282 Cf. The Canberra Unity Statement (2.1.). 
283 Cf. ibid. 
284 Cf. ibid (2.2.). 
285 Ibid (3.2.). 
286 Cf. ibid. 
287 コイノニアの語彙に関する研究は、John Reumann, Koinonia in Scripture: Survey of Biblical Texts, 
in Thomas F. Best and Günther Gassmann eds., On the Way to Fuller Koinonia, pp. 37-69 を参照。 
288 Cf. W. A. Visser ’t Hooft ed., The New Delhi Report, p. 116, pp. 119-120. 












① 第 5 回信仰職制世界会議におけるバプテスマ討議 
 
第 5 回世界会議では、第 I 分科会「コイノニアの理解とその意味」、第 II 分科会「神の栄
光に向けて一つの信仰を告白する」、第 III分科会「キリストにおける共通の命を共有する」、






バプテスマに関連する事項は討議資料では 79 項のうちわずか 4 項であるが、これまでの
議論から、教会間のバプテスマとユーカリストの理解の相違がバプテスマの相互承認の際
の問題点であると確認された。 






第 2 の特徴は、第 5 回世界会議のテーマであるコイノニアの観点から、バプテスマは、
人々が平等に自由に参加でき、伝統や能力も認められる包括的な共同体（コイノニア）とし
ての教会の礎と理解された296。この包括的な概念は、WCC 第 6 回総会（1983 年）におい
 
290 Cf. ibid., p. 280. 
291 Cf. ibid., pp. 244-252. 
292 Cf. ibid., pp. 263-295. 
293 Cf. ibid., pp. 282-287. 
294 Cf. ibid., p. 263. 
295 Cf. ibid., p. 247 (§ 13). 


































（Cf. David Gill ed., Gathered for Life, p. 45）。 
298 Cf. Thomas F. Best and Günther Gassmann eds., On the Way to Fuller Koinonia, p. 247 (§ 12). 
299 Cf. ibid., p. 283 (§ 67). 
300 日本カトリック司教協議会教会行政法制委員会訳『カトリック新教会法典―羅和対訳』, 有斐閣, 1992, 
842 条 1 項を参照. 原典発表は 1983 年. 
301 神田はユーカリストの観点からコイノニアの包括性を論じた。『現代の聖餐論―エキュメニカル運動の
軌跡から―』, 271－274 頁を参照. 
302 Cf. Thomas F. Best and Günther Gassmann eds., On the Way to Fuller Koinonia, p. 248 (§ 15). 
303 『リマ文書』「バプテスマ」9 項. 















第 5 回世界会議以降、コイノニア理解の展開は、2006 年に開催された WCC 第 9 回ポル
ト・アレグレ総会で、コイノニアに和解といやしの意味が加えられ、差別を克服し、分裂の
痛みをいやし、一致を求めようと働いている「和解した、また和解しつつある共同体」(a 
reconciled and reconciling community)307と捉えられた。WCC 第 10 回釜山総会（2013 年）
では、分裂の克服の意味を含めて、教会の一致、人間共同体の一致、全被造物の調和の実現












305 Cf. One Baptism, p. 5 (§ 15). 
306『リマ文書』「バプテスマ」3 項. 
307 “Called to Be the One Church-An Invitation to the Churches to Renew their Commitment to the 
Search for Unity and to Deepen their Dialogue”, in Luis N. Rivera-Pagán ed., God, in your 
grace…Official Report of the Ninth Assembly of the World Council of Churches, Geneva: WCC 
Publications, 2007, p. 258 (§ 10). イタリック体は原文の通りである。 
308 Erlinda N. Senturias and Theodore A. Gill, Jr. eds., Encountering the God of Life, p. 40. 
309 1995 年に開催された「コイノニアとしての教会」に関する小協議会では、『キャンベラ声明』を使用し
て教会に関する研究の枠組みを考案している（Cf. The Church as Koinonia-An Ecumenical Study, in 
Minutes of the Meeting of the Faith and Order Board, 7-14 January 1996, Bangkok, Thailand, Geneva: 
World Council of Churches, 1996, pp. 106-118）. 同委員会にはエキュメニカル解釈学に関する研究も報





    
ファヴェルジュ協議会（「キリスト者になること―共通のバプテスマのエキュメニカルな






















310 Consultation on “Becoming a Christian: The Ecumenical Implications of Our Common Baptism”. 
報告書は Thomas F. Best & Dagmar Heller eds., Becoming a Christian. The Ecumenical Implications of 
Our Common Baptism, Geneva: WCC Publications, 1999. 以後 Becoming a Christian と略記する。 
311 ファヴェルジュ協議会に関しては、神田健次「現代の諸教会におけるバプテスマ―エキュメニカルな
視点から」『礼拝と音楽』116 号, 2003, 16-20 頁を批判的に対話しつつ参照。 
312 Cf. Minutes of the Meeting of the Faith and Order Standing Commission, 4-11 January 1994, Cret-
Berard, Switzerland, Geneva: World Council of Churches, 1994, p. 70. 
313 Consultation on “Towards Koinonia in Worship”. 報告書は Thomas F. Best and Dagmar Heller eds., 
So We Believe, So We Pray-Towards Koinonia in Worship, Geneva: WCC Publications, 1995.  
314 Cf. ibid., p. 13 (§ 36). 
315 Cf. ibid., pp. 22-24. 
316 Thomas F. Best and Dagmar Heller eds., Eucharistic Worship in Ecumenical Contexts. The Lima 
Liturgy-And Beyond, Geneva: WCC Publications, 1998. 
317 Cf. ibid., p. 35. 
318 Cf. ibid., pp. 136-137. 
319 Cf. Becoming a Christian, p. 2. 
320 Cf. Alan Falconer ed., Faith and Order in Moshi-The 1996 Commission Meeting, Geneva: WCC 































321 Cf. Becoming a Christian, p. 75 (§ 4). 
322 Cf. ibid., p. 76 (§ 10). 
323  Ibid., p. 78 (§ 17). “the undergirding structure which is to be perceived in the ordering and 
scheduling of the most primary elements of Christian worship”. 
324 Cf. ibid. 
325 Cf. ibid., pp. 79-80 (§ 22). 
326 Cf. ibid., pp. 78-79 (§ 20). 『使徒言行録』第 2 章 42 項には、キリスト教礼拝の原型と見られる、「教




327 Cf. ibid., p. 80 (§ 23). 
































329 Cf. ibid., pp. 81-82 (§ 25). 
330 Cf. Dagmar Heller, Toward One Baptism-The Discussions on Mutual Recognition of Baptism in an 
International Perspective, The Ecumenical Review, Vol. 67(3), 2015, p. 441. 
331 Cf. Becoming a Christian, p. 83 (§ 28). 
332 Cf. So We Believe, So We Pray, pp. 12-13 (§ 36). 
333 Becoming a Christian, p. 83 (§ 28). “Inculturation, therefore, is the use of cultural means in order 
to express the meaning of worship in a way that helps people within a specific context to come to a 
clearer understanding and experience of the mystery of God’s love”. 
334 Cf. ibid., p. 83 (§ 30). 
335 Cf. ibid., p. 85 (§ 34). 
336 Cf. ibid., p. 86 (§ 37). 





 1. 初代教会からの伝統的なバプテスマの儀式の尊重。 
 2. バプテスマの執行は日曜日か、伝統的なキリスト教の祝祭日に。 
3. 文化的に適切な場所と環境の中でのバプテスマの執行。 
 4. バプテスマの祝祭を表現する衣の使用。 
 5. 教役者、両親、会衆の役割に対する配慮。 
 6. 受洗者をキリスト教会の交わりに導くための祈りや讃美歌。 
























338 Cf. ibid., pp. 86-88 (§ 41). 
339 Cf. ibid., p. 86 (§ 40). 
340 Cf. ibid., pp. 88-89 (§ 44). 
341 Cf. ibid., p. 91 (§ 53). 
342 Cf. ibid., p. 91 (§ 54).   
343 Cf. ibid., p. 92 (§ 55). 



































346 Cf. ibid., p. 94 (§ 62). 
347 Cf. ibid. 
348 Ibid., p. 94 (§ 63). “So when we speak of baptismal ethics and the relationship of love with one 
another, we cannot pretend that we are fully faithful to our baptism. The father’s call to peace among 
humankind through the sacrifice of his Son and the gift of the Holy Spirit becomes a judgment that we 
must heed, trembling as we await Christ’s coming in glory”. 
349 Cf. Costly Obedience (1996), p. 71 (§ 67). 




































351 Cf. ibid., p. 55. 
352 Cf. ibid., p. 56. 
353 Cf. ibid., p. 58. 
354 Cf. ibid., pp. 58-63. 



































356 Cf. ibid., pp. 37-38. 本項では、内容的には成人の洗礼式とほとんど変わりはないので幼児バプテスマ
の洗礼式については省略した。 
357 Cf. ibid., p. 37. 
358 Cf. ibid., p. 38. 
359 Cf. ibid., p. 40. 































と明日への福音宣教― 一九七四年シノドス関係文書集―』, カトリック中央協議会, 1976, 55-58 頁を参
照. 
362 日本カトリック典礼委員会編集『カトリック儀式書―成人のキリスト教入信式』, カトリック中央協議
会, 2008, 2 頁を参照. 初版は 1976 年. ラテン語規範版は 1972 年発表. 
363  Cf. Minutes of the Meeting of the Faith and Order Board, 8-15 January 1997, Abbaye de 
Fontgombault, France, Geneva: World Council of Churches, 1997, p. 36. 
364 Faith and Order Work on Worship (with special reference to Baptism) in Relation to the Unity of 
the Church, Planning Meeting, Communauté de Grandchamp, July, 1998, in Minutes of the Meeting of 
the Faith and Order Board, 15-24 June 1999, Toronto, Canada, Geneva: World Council of Churches, 
1999, pp. 100-107. 
365 The Sacramental Dimension of Baptism, in Minutes of the Meeting of the Faith and Order Standing 
Commission, 30 September-7 October 2000, Matanzas, Cuba, Geneva: World Council of Churches, 2000, 
pp. 88-108. 本論文ではプラハ協議会と表記する。 
366 One Baptism: Towards Mutual Recognition of Christian Initiation, in Minutes of the Meeting of the 
Faith and Order Standing Commission, 9-16 January 2002, Gazzada, Italy, Geneva: World Council of 







































369 Cf. The Sacramental Dimension of Baptism, p. 105 (§ 76).   
370 Cf. ibid. 
371 Cf. ibid., p. 108 (§ 91). 




































373 Cf. One Baptism: Towards Mutual Recognition of Christian Initiation, p. 53 (§ 27). 
374 Cf. ibid., p. 53 (§ 28). 
375 Cf. ibid., p. 58 (§ 51). 
376 Cf. ibid., pp. 61-62 (§ 69). 
377 Cf. Thomas F. Best ed., Faith and Order at the Crossroads. Kuala Lumpur 2004. The Plenary 






















one another as Christ has accepted us”) 381ことができる方法を見いだすことができるとい
う。 
第 2 の提起は、「わたしたちは罪の許しのための一つのバプテスマを認める：異なった時
代に信仰の理由を述べる」(“We acknowledge one baptism for the forgiveness of sin”: 









378 Jorge A. Scampini, “We Acknowledge One Baptism…”: From the Church’s Statement of Faith to the 
Challenge to “Accept One Another Just as Christ Accepted Us”, in ibid., pp. 111-122. 
379 Cf. ibid., pp. 112-113.  
380 Cf. ibid., p. 113. 
381 Ibid. 
382 Cf. ibid., pp. 113-116. 









るが、スカンピニはこの問題に対して第 3 の提起を提示した。 
第 3 の提起、「一つの霊によって、わたしたちは皆一つの体となるために洗礼を受けた」 





第 4 の提起は、「すべての信仰者を結び付ける神への信仰の受け入れを表す受諾」(A “yes” 






第 5 の提起、「しかし：神に直接向けられ、分裂によって歴史的に汚された受諾」(However: 





マの義務に忠実であることが可能だろうか」(Is it possible to be faithful to the obligations 
of baptism without mutual recognition of baptism?)391という問題を提起する。エキュメニ
カルな課題は、バプテスマの受諾に基づいて、祈りを通して心の扉を広く開け、互いに受け
 
384 Cf. ibid., p. 116. 





387 Cf. Jorge A. Scampini, in “We Acknowledge One Baptism…”, p. 117. 
388 Cf. ibid., p. 118. 
389 Cf. ibid. 
390 Cf. ibid., p. 119. 












第 3 節 WCC－ローマ・カトリック教会合同作業委員会 
 『共通のバプテスマの教会論的・エキュメニカルな意味合い―JWG 研究』（2004 年） 
























392 Cf. ibid., p. 120. 



































394 ヨハネ・パウロ二世・東門陽二郎訳『回勅 キリスト者の一致』, カトリック中央協議会, 1996, 53-54
頁(42 項). 原典発表は 1995 年. 
395 同上, 54 頁. 
396 Cf. JWG Study, p. 47 (§ 12). 
397 Cf. ibid., p. 50 (§ 22). 
398 Cf. ibid., p. 50 (§ 24). 




































400 Cf. ibid., p. 53 (§ 39). 
401 Cf. ibid., p. 54 (§ 40). 
402 Cf. ibid., p. 54 (§ 43). 
403 Cf. ibid., p. 57 (§ 54). 






に関連して堅信は、プラハ協議会（報告書 36－38 項）に続いて第 2 ファヴェルジュ協議会





























405 Cf. ibid., pp. 58-59 (§§ 58-59). 
406 Cf. ibid., p. 60 (§ 66). 
407 Cf. ibid., pp. 60-61 (§§ 67-69). 
408 Cf. ibid., p. 62 (§ 75). 
409 Cf. ibid., pp. 61-62 (§ 74). 

































411 Cf. ibid., p. 64 (§ 85). 
412 Cf. ibid., p. 64 (§ 88). 
413 Cf. ibid., p. 65 (§ 91). 
414 Cf. ibid., p. 67 (§ 96). 
415 Cf. ibid., p. 68 (§ 98).  
416 Cf. ibid., p. 68 (§ 100). 
417 Cf. ibid., p. 68 (§ 101). 
418 Cf. ibid., p. 69 (§ 103). 



































420 Cf. ibid., p. 70 (§ 109). 
421 Cf. ibid., p. 70 (§ 110). 
422 113 項中、ほぼ 16％にあたる 18 項において『リマ文書』の引用がある。 
423 ヨハネ・パウロ二世回勅『キリスト者の一致』, 54 頁(42 項). 
424 Cf. JWG Study, p. 61 (§ 73). 


























第 4 節 信仰職制委員会『一つのバプテスマ：相互承認を目指して』（2011 年） 




426 Cf. Walter Kasper, Ecclesiological and Ecumenical Implications of Baptism, The Ecumenical Review, 
Vol. 52(4), 2000, pp. 537-538.   
427 Cf. ibid., p. 529. 
428 『エキュメニズムに関する教令』22 条. 
429 Cf. JWG Study, p. 59 (§ 60). 
430 Faith, Sacraments and the Unity of the Church (1987). 後述する。 
431 Common Declaration: Pope John Paul II and Robert A. K. Runcie, Archbishop of Canterbury, 
Vatican, 2 October 1989, in Jeffrey Gros, FSC, Harding Meyer, William G. Rusch eds., Growth in 
Agreement II-Reports and Agreed Statements of Ecumenical Conversations on a World Level, 1982-
1998, Geneva: WCC Publications, 2000, pp. 326-327. 以後 Growth in Agreement II と略記する。 
432 ローマ・カトリック教会/ルーテル世界連盟・ルーテル/ローマ・カトリック共同委員会訳『義認の教理
に関する共同宣言』, 教文館, 2004. ルーテル/ローマ・カトリック共同委員会による公式訳である理由から、
後述する『争いから交わりへ』とともに英語版を参考にしつつ翻訳本を使用する。 



































434 同文書に関しては、Dagmar Heller, Baptized into Christ, pp. 208-214 を参照。 
435 Cf. One Baptism, p. 2 (§ 3 a). 
436 Cf. ibid., p. 2 (§ 3 b). 
437 Cf. ibid., p. 9 (§ 43). 
438 Cf. ibid., p. 10 (§ 44). 


































440 Cf. Walter Kasper, Ecclesiological and Ecumenical Implications of Baptism, p. 527. 
441 Cf. One Baptism, pp. 7-8 (§ 28, § 30). 
442 Cf. ibid., pp. 7-8 (§§ 29-30). 
443 Cf. ibid., p. 8 (§ 31). 
444 Cf. Dagmar Heller, Baptized into Christ, p. 213. 
445 Cf. The Church: Towards a Common Vision, Geneva: WCC Publications, 2013, pp. 25-26 (§ 44). 
（西原廉太監訳・橋本祐樹訳『教会』, WCC 世界教会協議会 世界宣教伝道委員会・信仰職制委員会編・
西原廉太監訳・村瀬義文・橋本祐樹訳『「いのちに向かって共に」/「教会」 現代世界エキュメニカル運動




































446 Cf. One Baptism, p. 8 (§ 36). 
447 Cf. ibid., pp. 8-9 (§ 38). 
448 Cf. ibid., p. 10 (§ 46). 




































450 Cf. ibid., p. 11 (§ 58).  Cf. Roman Catholic Church Response, p. 11. 
451 Cf. One Baptism, p. 12 (§ 61). 
452 Cf. ibid., p. 12 (§ 63). 
453 Cf. ibid., p. 12-13 (§ 64). 




























第 2 の状況では、教会は成人で別の教会で受洗した人に再洗礼を求める。第 3 の状況は、
幼児の時に受洗し、現在の教会にとどまりたい人が、覚えていないバプテスマを経験するた




455 Cf. ibid., p. 13 (§ 68). 
456 Cf. ibid., p. 13 (§ 70). 
457 Cf. ibid., p. 13 (§ 71). 
458 Cf. ibid., p. 14 (§ 73).  
成人の信仰も不完全な状態から始まるという考え方は、バプテスト世界連盟－ローマ・カトリック教会
第 2 期対話においても合意されている（B-RC Word 2010、98 項）。この考え方から、幼児も共同体に招き
入れられるという案が導き出せたという（Cf. Dagmar Heller, Toward One Baptism, p. 443）。 
459 Cf. ibid., p. 14 (§ 76). 





















用している教会466。第 5 は、ジェンダ―に配慮して、「父と子と聖霊」に代わる用語として 












461 筆者が参加した WCC 第 10 回釜山総会におけるワークショップ One Baptism(WS268)で、どのような
場合に執行されるバプテスマが再洗礼に相当するか討議されたが、見解の一致には至らなかった（2013 年
11 月 4 日）。 
462 Cf. One Baptism, pp. 19-20 (§§ 103-108). 
463 Cf. ibid., p. 20 (§ 104). 
464 Cf. ibid. 
465 Cf. ibid., p. 20 (§ 105). 
466 Cf. ibid., p. 20 (§ 106). 





















【 要約的考察 】 
 
 
 これまで第 1 回信仰職制世界会議以降から『リマ文書』成立までの諸教会間のバプテス
マ理解の進展を考察してきた。この期間はバプテスマをめぐる議論を集約した時期である。
『リマ文書』成立以降、信仰職制委員会はバプテスマの相互承認を目指して新たな局面に入





『礼拝と音楽』94 号, 1997, 22-26 頁を参照。 
469  Cf. Christian Perspectives on Theological Anthropology-A Faith and Order Study Document, 
Geneva: World Council of Churches, 2005, p. 24 (§ 45).  
470 例えば、The Nature and Mission of the Church: A Stage on the Way to a Common Statement, 
Geneva: World Council of Churches, 2005; Confessing the One Faith: An Ecumenical Explication of the 
Apostolic Faith as it is Confessed in the Nicene-Constantinopolitan Creed (381), Geneva: WCC 
Publications, 1991 など。 
471 Baptism: Baptismal Practice in an Ecumenical Context, in Thomas F. Best ed., Baptism Today-
Understanding, Practice, Ecumenical Implications, Minnesota: A Pueblo Book, 2008, pp. 236-243. 受洗
者は幼児、子ども、成人である。幼児バプテスマの際には証人と代父母が受洗の意志と信仰共同体に参加
することを証言し、理解できる年齢になると教理教育に対する証人と代父母の責任は軽くなっていく（Cf. 
ibid., pp. 238-239）。 



































『一つのバプテスマ』では、バプテスマをめぐる論争の争点は次の 7 点に分類できる。1. 
サクラメントとオーディナンス、2. しるしとシンボル、3. バプテスマと塗油、堅信の関係、













































473 正教会(The Orthodox Church)、オリエンタルオーソドクシー(The Oriental Orthodox Churches)、マ
ランカラシリア正教会(The Orthodox Syrian Church of Malankara)、アッシリア東方教会(The Assyrian 
Church of the East)、古カトリック教会(Old Catholic Bishops’ Conference Union of Utrecht)、聖公会(The 
Anglican Communion)、ルーテル世界連盟(The Lutheran World Federation)、改革派教会世界連盟(The 
World Communion of Reformed Churches)、世界メソジスト連盟(The World Methodist Council)、バプテ
スト世界連盟(The Baptist World Alliance)、キリスト教会（ディサイプル）(The Christian Church, 
Disciples of Christ)、メノナイト世界協議会(The Mennonite World Conference)、ペンテコステ派(Some 
Pentecostal Groups)、世界福音派連合(The World Evangelical Alliance)である。教皇庁キリスト教一致推
進評議会公式ウェブサイトにはマランカラシリア正教会が二度記載されていると思われるので、全部で 14
教会とした。 




教会間対話に関しては、John A. Radano ed., Celebrating a Century of Ecumenism-Exploring the 
Achievements of International Dialogue, Geneva: World Council of Churches Publications, 2012 を参
照。 
474 ローマ・カトリック教会とこれら 4 教会とのバプテスマをめぐる対話に関する概説は、Cardinal Walter 














(Faith, Sacraments and the Unity of the Church)  
   
 現代のローマ・カトリック教会と正教会の関係は、第二バチカン公会議の閉幕前日（1965
年 12 月 7 日）に、当時の教皇パウロ六世と総主教アテナゴラス一世が共同宣言において、
1054 年に発表された相互破門を破棄したことから始まる477。1979 年には、教皇ヨハネ・パ
ウロ二世と総主教ディミトリオス一世の共同宣言により、ローマ・カトリック教会と正教会
との共同委員会が発足して、神学対話が公式に開始し478、1982 年に第 1 期対話報告書が発
表された。両教会間対話においてバプテスマが取り上げられたのは、第 2 期対話『信仰・諸
サクラメント・教会の一致』（O-RC II 1987）である。同対話は、信仰における一致はサク
ラメント、特にユーカリストにおける一致を前提にしているので（O-RC II 1987、2 項）、
ユーカリストの相互承認を目指して行われている。両教会間ではサクラメントの定義は行
われていないが、バプテスマがサクラメントであることは理解されている。信仰がサクラメ
ントに先立ち、サクラメントの交わりによって深まり（O-RC II 1987、3 項）、バプテスマ
とそれ以後の生活の前提であり（O-RC II 1987、12 項）、信仰によって神の恩寵と人間の自




（O-RC II 1987、37 項）。ここではバプテスマが水だけでなく聖霊によっても執行されるこ
 
475 Cf. M-RC Synthesis 2010、2 項. 
476 Cf. Cardinal Walter Kasper, Harvesting the Fruits, p. 3.  
477 Cf. The Common Declaration of Pope Paul VI and Patriarch Athenagoras, in Thomas F. Stransky, 
C.S.P. and John B. Sheerin C.S.P. eds., Doing the Truth in Charity-Statements of Pope Paul VI, Popes 
John Paul I, John Paul II, and the Secretariat for Promoting Christian Unity 1964-1980, New York: 
Paulist Press, 1982, pp. 178-179. 






である（O-RC II 1987、12 項、37 項）。バプテスマと堅信によって聖霊を塗油される（O-
RC I 1982、I-4b）。バプテスマによってキリストの一員になる（O-RC I 1982、III- 1）。 
両教会が合意したバプテスマの教義の不可欠な事項は次の 7 点である（O-RC II 1987、



























479 「両教会間では相違が存在する」“differences concerning baptism exist between the two churches: (1) 
the fact that the Catholic church, while recognizing the primordial importance of baptism by immersion, 
ordinarily practices baptism by infusion; (2) the fact that in the Catholic church a deacon can be the 
ordinary minister of baptism” (Growth in Agreement II, p. 667). 
480 岩村清太訳編『秘跡について―トリエント公会議教理提要による―』, 中央出版社, 1966, 23 項（36－
37 頁）. 



























482 Cf. George Dragas, The Manner of Reception of Roman Catholic Converts into the Orthodox Church 
with Special Reference to the Decisions of the Synods of 1484 (Constantinople), 1755 (Constantinople), 
and 1667 (Moscow), p. 10.  
Available  2018 年 10 月現在.  http://jbburnett.com/resources/dragas_baptism.pdf  
483 The Sacramental Teaching (Baptism), in Growth in Agreement II, pp. 255-256.  
484 The Mystery of the Church: Baptism and Chrismation as Sacraments of Initiation into the Church, 
in Jeffrey Gros, FSC, Thomas F. Best, Lorelei F. Fuchs, SA eds., Growth in Agreement III-International 
Dialogue Texts and Agreed Statements 1998-2005, Geneva: WCC Publications, 2007, pp. 29-32. 以後
Growth in Agreement III と略記する。 
485 正教会－古カトリック教会間対話では、“Baptism is administered by the bishop or a presbyter (priest) 
and only in emergency cases by deacons or laity”. 続いて“the above text on ‘Baptism’ represents the 
teaching of the Orthodox and old Catholic churches” (Growth in Agreement II, p. 256)「バプテスマテキ
ストは、正教会と古カトリック教会の教えを示している」と言明されている。イタリック体は英文の通り
である。 
正教会－ルーテル教会間対話では、“Lutherans and Orthodox also agree that in cases of emergency 
baptism may be administered by lay persons” (Growth in Agreement III, p. 30)と、「緊急時には信徒に
よる執行」に同意している。 
486 Cf. André Birmelé, Baptism and Unity in Ecumenical Dialogues, p. 126.  
487 Emanuel Lanne, O.S.B., Catholic-Orthodox Dialogue: in Search of a New Direction, One in Christ, 






(Towards a Common Understanding of the Church) 
 
ローマ・カトリック教会と改革派教会世界連盟は 1970 年に対話を開始し、1977 年に第






Ref II 1990、140 項）。改革派にとってサクラメントは、ことばの説教とバプテスマとユー
カリストの執行によって真の「目に見える教会」となる（R-RC Ref II 1990、19 項）とあ
るように「ことばの創造」として表現される。ローマ・カトリックは「恩寵のサクラメント」
（R-RC Ref II 1990、102－111 項）を主張し、両教会間には教会の概念に関して相違があ
る。本対話を通して、両者は、互いに補足し合うものとしてまた同じことを同じ硬貨の表と




II 1990、4 項）と両教会間には共通の信仰とバプテスマがある。2 点目は、バプテスマによ
ってキリストを信じるすべての人が三位の神によって洗い清められ、しるしが与えられる
だけでなく、「霊的な家に造り上げられ、聖なる祭司となる」（I ペト 2：5）（R-RC Ref II 
1990、134 項）。3 点目は、信仰がバプテスマを導き、ユーカリストによって養われる（R-
RC Ref II 1990、131 項）。以上は『リマ文書』「バプテスマ」の確認である。4 点目は、分
裂によって不完全な交わりである他教会や他のキリスト者との関係が、バプテスマの恵み
で現実に存在している（R-RC Ref II 1990、52 項）と、『エキュメニズムに関する教令』（22
条）が例証され、教派に関係なくキリスト者として交わりがあることが確認されている。 
両教会は、地域の状況において共通の問題に焦点を合わせることができるという理由か
ら地域教会でのバプテスマの相互承認を勧める（R-RC Ref I 1977、3 項；R-RC Ref II 1990、
152 項）。その際の条件は「父と子と聖霊の名で水による執行」で、この条件が満たされれ
ば再洗礼は行われない（R-RC Ref II 1990、152 項）。バプテスマの相互承認はイエス・キ
リストが制定し、人間のいかなる失敗や怠慢でも損なわれることない豊かな交わりの表現
 




である（R-RC Ref II 1990、152 項）とバプテスマの秘跡的な面から理解されている。 
両教会間における第 1 期のバプテスマをめぐる対話では、わたしたちが聖霊によってキ
リストに結ばれ、バプテスマによってキリストに組み入れられ、キリストの慈愛を絶えず新
たに受け取る（R-RC Ref I 1977、79 項）というごく基本的事項の確認にとどまっている。
これと比較して第 2 期の本対話報告書では、両教会の神学的観点からもバプテスマに関す
る事項が確認され、バプテスマ相互承認に関する要件も示されていて、バプテスマをめぐる
議論は第 1 期よりも展開している。第 4 期では、ルーテル世界連盟－ローマ・カトリック
教会『義認の教理に関する共同宣言』（1999 年）に刺激され、義認と聖化との関連でバプテ
スマが語られる。バプテスマに関しては、同共同宣言（25 項と 28 項）が用いられて、義化、
聖化、バプテスマの執行、および義化された人にとっていかなる意味があるかを考察する必







    (Growing Together in Unity and Mission) 
 
 ローマ・カトリック教会は聖公会489と 1968 年から対話を始め、第 1 次国際神学委員会




の意味と機能、教会における権威の本質と執行の問題（A-RC FR Introduction 1981、2 項）






489 文書では the Anglican Communion であるが、本論文では聖公会と表記する。 
490 西原廉太「聖公会―ローマ・カトリック教会・一致と宣教国際委員会(IARCCUM)合意文書『一致と宣
教における共なる成長』が提示する課題と可能性」, 『聖公会の職制論―エキュメニカル対話の視点から
―』, 155-198 頁を参照. 
491 Cf. Apostolic Letter Apostolicae Curae (Anglican Orders), in The Great Encyclical Letters of Pope 























れている（A-RC Eucharist 1971、12 項）。 
他の対話報告書に確認されたバプテスマ理解は次の点である。「聖霊を通してキリストに
つながる洗礼によって始められ、ユーカリストを通して養い深められ、同一信仰の告白と愛
の奉仕の共同生活とによって表現される」（A-RC Eucharist 1971、2 項）、さらに両教会間
の分裂によって神学的な相違点があるにもかかわらず、「われわれは唯一の真の神に対する
同じ信仰を宣言しているし、同じ聖霊を受けており、同じ洗礼を受けたし、同じキリストを
宣教している」（A-RC FR Introduction 1981、1 項）。続く対話では、「洗礼によって、キリ
ストの死と復活にあずかってキリストと一体となり、聖霊の力によって一つの体の肢体と
され、共に神の命に参与する」（A-RC Salvation 1986、1 項）が加えられ、聖霊の賜物を通




492 “The Anglican Communion and the Catholic Church recognise the baptism each confers. Anglicans 
and Catholics therefore regard our common baptism as the basic bond of unity between us” (Thomas F. 
Best, Lorelei F. Fuchs, SA, John Gibaut, Jeffrey Gros, FSC, Despina Prassas eds., Growth in Agreement 
IV Book l-International Dialogue Texts and Agreed Statements, 2004-2014, Geneva: World Council of 




礼」（A-RC Church 1990、45 項）であることも確認されている。 
『リマ文書』の争点の一つである堅信も、キリスト教入信過程に含まれ、あかしと宣教の
権限が聖霊によって与えられ、分別のつく年齢になった子どもにユーカリストの交わりを
認めるという点にも共通理解がある（A-RC GTUM 2006、37 項）。 
バプテスマは「義認とキリストとの合体をもたらす繰り返しえないサクラメント」（A-RC 
Salvation 1986、16 項）と理解され、叙任が秘跡的な儀式、すなわち神の恩寵が教会に注




『教会に関する声明を目指して』（1986 年）(Towards a Statement on the Church) ～ 
『救い主キリストとの出会い：教会と諸サクラメント』（2011 年） 
      (Encountering Christ the Saviour: Church and Sacraments) 
 
 世界メソジスト連盟－ローマ・カトリック教会の対話は、第二バチカン公会議閉幕の 2 年
後、1967 年に開始され、2016 年までに 10 期にわたって行われている。第 2 期対話（1976
年）までは、ユーカリスト、職務、権威のテーマで協議が行われ、直接バプテスマに関係す
る事項は話し合われていない。第 4 期対話（1986 年）では、特にサクラメントに関して協
議が行われている。両教会は、2010 年には『総括―聖性を目指して共に：メソジスト教会
－ローマ・カトリック教会間対話の 40 年』（M-RC Synthesis 2010）を発表し、過去の協議
内容を評価しつつ、さらに両教会間の問題を検討している。両教会は「完全な教会の交わり、
すなわち信仰、宣教、秘跡的な生活における完全な交わり」（M-RC Synthesis 2010、3 項）







単なる機械的な方法として考えられてはならない（M-RC Nairobi 1986、15 項）、とサクラ
 
493 “full ecclesial communion - ‘full communion in faith, mission and sacramental life’” (Growth in 
Agreement IV (1), p. 326).  
M-RC Denver 1971、101 項では “genuine communion between our Churches in sacris” (Harding 
Meyer and Lukas Visher eds., Growth in Agreement I-Reports and Agreed Statements of Ecumenical 
Conversations on a World Level, 1972-1982, Geneva: World Council of Churches, 2007, p. 331. 以後







なす（M-RC Rio 1996、104 項）。メソジスト教会は、バプテスマとユーカリストのみがキ









宣教へと促す（M-RC Seoul 2006、78 項）ことが確認されている。ユーカリストの交わり
は含まれていない。 
バプテスマをめぐる 1 点目の合意点は、バプテスマは水によって、「父と子と聖霊の名に
よって」執行される（M-RC Rio 1996、101 項）。執行形態は浸礼でも滴礼でも正式な執行
である（M-RC Durban 2011、30 項）。バプテスマは一致の秘跡的なきずなであり、深い交
わりの目に見える基礎である（M-RC Seoul 2006、78 項）。バプテスマは取り消すことがで
きず、繰り返せない（M-RC Rio 1996、101 項）と明言している。 
2 点目の合意点は、メソジストはカトリックのバプテスマを唯一の、聖なる、普遍的、使
徒的教会への入会の構成要素として承認し、カトリックがメソジストに移るときバプテス





復活に参加する神の行為である（M-RC Rio 1996、101 項）。バプテスマは受洗者を神の家
族の一員とし（M-RC Singapore 1991、64 項）、受洗者は神の聖性を他の信仰者と共に経験
する（M-RC Singapore 1991、65 項）。受洗者は原罪が消され、諸々の罪が許され、義化さ
れて、新しい人間となって、すべての信仰者と共に聖霊の交わりに入り、希望と愛のうちに
完全性を求めるように召される（M-RC Rio 1996、101 項）。 
4 点目の合意点として、バプテスマ、堅信、叙任は神の恩寵が特別な方法で受洗者に伝達
されているがゆえに繰り返せない（M-RC Brighton 2001、61 項）。しかしカトリックとメ
 






trustworthy channel of God of grace)であると主張し、カトリックは、「サクラメントは保




を新たにするように配慮するというものである（M-RC Singapore 1991、63 項；M-RC 





Durban 2011、60 項）。 
最後にバプテスマをめぐる相違点を 2011 年に発表された『救い主キリストとの出会い：
教会と諸サクラメント』（M-RC Durban 2011）から検討する。 
 相違の 1 点目は、バプテスマと信仰に関するもので、信仰と教会の関係をめぐる解釈で
ある。カトリックは、バプテスマによってキリストにおける信仰と新しい命を受けるのは教
会を通してであると主張する495。メソジストでは、受洗者は自分たちの信仰は教会の説教に
よって深められたと信じている（M-RC Durban 2011、37 項）。カトリックはバプテスマを
キリスト教生活の根本であり基礎であるとみなすが、メソジストは信仰の重要性を強調す
る（M-RC Durban 2011、40 項）。  





いる（M-RC Durban 2011、47 項）。協議の結果、バプテスマと再生に関しては、バプテ
スマの効果に関係する用語だけでなく、バプテスマの効果に関する強調の相違によるもの





会, 2002, 168 条を参照. ラテン語規範版は 1997 年発表. 
496 同上, 1262 条. 







『一致に向き合う』（1984 年）(Facing Unity) ～ 
『義認の教理に関する共同宣言』（1999 年）・『争いから交わりへ』（2013 年） 
     (Joint Declaration on the Doctrine of Justification)・(From Conflict to Communion) 
 
ローマ・カトリック教会はルーテル世界連盟と 1967 年に対話を開始して以来、1972 年























メントとみなしている（L-RC Ways 1980、18 項）。ルーテル教会では、サクラメントはバ
 
Etchmiadzin, Armenia, 21-25 June 2010, Geneva: World Council of Churches, 2011, p. 6, pp. 11-12. 
498 Cf. Lutheran-Roman Catholic Dialogues, in Joseph A. Burgess and Brother Jeffrey Gros, FSC eds., 
Building Unity-Ecumenical Dialogues with Roman Catholic Participation in the United States, New 







解されている（L-RC Ways 1980、19 項）。『一致に向き合う』では、一致が共通の秘跡的な




れ、『リマ文書』への賛同が表明されている（L-RC Unity 1984、75 項）。バプテスマには
罪の許しがあることも同意され（L-RC Apostolicity 2006、147 項）、現在、バプテスマに関
する基本的事項は同意されている。 
バプテスマはユーカリストの交わりを協議する際にはただ一つの必要条件ではないが、
重要な出発点と位置付けられている（L-RC Malta 1972、70 項）。この視点は、バプテスマ
の相互承認とユーカリストの交わりに関して判断事項になる重要な概念である。一致の源
として認識されたバプテスマ（L-RC Ways 1980、16 項）が、2 教会間対話が進展するに従
って、一致に必要な基本的要素として、バプテスマの承認、ユーカリストの交わり、教会の











である（L-RC Ministry 1981、13 項）。神の祭司的民の中で、キリストは自分の体を作るた
めにキリスト者に使徒、預言者、伝道者、牧者、教師などの多様な職務を与え（エフェ 4：
11 以下）、キリスト者は民全体の中で、唯一の、聖なる、普遍的、使徒的教会である神の民
のために奉仕する（L-RC Ministry 1981、14 項）。従ってキリスト者の職務は、福音への預
言的なあかしを行い、共に礼拝し、隣人に奉仕することで、そのためにキリスト者は世に派
遣される（L-RC Ministry 1981、13 項）。『教会と義認』では、新約の「神の民」としての
教会はキリストの名においてバプテスマを受け聖霊を与えられた人々の交わりである















（JDDJ 1999、11 項）。 
われわれは共にこう告白する。罪人はキリストにおける神の救いの行為を信じる信仰
によって義とされる。この救いは、洗礼において聖霊によってキリスト教的いのち全体
の基礎として与えられる（JDDJ 1999、25 項）。 
われわれは共にこう告白する。洗礼において聖霊は人をキリストに結びつけ、義とし、















と使徒たちの宣教に起源があると彼らは信じている」（From Conflict to Communion 2013、
222 項）と、宗教改革で分離した教会の起源が聖書にあることが宣言された。これによって
 












『教会生活における神のことば』（2010 年）(The Word of God in the Life of the Church) 
 
バプテスト世界連盟は 1905 年に設立され、現在、121 の国と地域において 231 教会が連
盟に加盟し500、そのうちの 27 教会が WCC に加盟してエキュメニカル運動に参加している
501。ローマ・カトリック教会とバプテスト世界連盟との対話は、第二バチカン公会議以後
様々なレベルで行われてきたが、国際的なレベルでは、現在までに 2 期の対話が行われた。
1988 年に第 1 期対話報告書（B-RC Summons 1988）が発表され、第 2 期対話報告書は
2010 年に発表された（B-RC Word 2010）。バプテスマに関しては、第 1 期対話報告書の最
後に継続的な研究に必要な分野の一つとして、信仰、バプテスマ、キリスト者のあかしの関
係が挙げられ（B-RC Summons 1988、49－51 項）、信仰の応答がバプテスマに先立つと主
張されているに過ぎない（B-RC Summons 1988、49 項）。信仰とサクラメントまたはオー
ディナンスの本質に関しても、信仰は神の賜物の唯一の個人的応答か、共同体の信仰は幼児
の個人的信仰の代理を務めることができるか、など、幼児バプテスマをめぐる争点が提起さ




1 点目は、バプテスマとユーカリストが教会生活の中心である（B-RC Word 2010、83 項）。
両教会間にはサクラメントに関する見解の不一致があるが、バプテスマとユーカリストが
教会の中で特別な位置にあると意見の一致が見られる。この事項は『リマ文書』で合意され
ているが、ローマ・カトリック教会とバプテスト世界連盟は第 2 期対話（B-RC Word 2010）
において確認したのである。 
2 点目は、バプテスマはキリストの制定によるもので、バプテスマを通して父と子と聖霊
の交わりに導かれ、キリストの命、死、復活にあずかる（B-RC Word 2010、93 項）。 
 
500 バプテスト世界連盟公式ウェブサイトを参照. Available 2018 年 10 月現在.  
 https://www.bwanet.org/about-us2/stats   






Word 2010、107 項）。議論の焦点は執行形態として滴礼も認められるかである。2 教会間
では浸礼がバプテスマの意味を表す最適な方法であると合意されてはいるものの、バプテ
ストはカトリックが執行している滴礼に対して反対しておらず（B-RC Word 2010、108 項）、
バプテストの譲歩が見られる。 
4 点目に、信仰がバプテスマには必要である（B-RC Word 2010、97 項）。信仰に関して








両教会間における相違点を 5 点挙げる。第 1 は、論争の中心である、サクラメントとオ










RC Word 2010、75 項）。すなわち両教会の解釈の相違は、「恩寵がしるしを通してキリスト
が働く」のか、「キリストが恩寵を与える」のかにある。サクラメントとオーディナンスを
めぐる論争の 2 点目は、バプテスマとユーカリスト以外の礼拝の行為がサクラメントまた




















の許しと新たな誕生であることは共通に理解されているが（B-RC Word 2010、113 項）、バ
プテスマの賜物に関して理解の相違がある。カトリックにとってバプテスマは「効果的なし
るし」であり、聖化する恵みを与える。従ってバプテスマの賜物は罪の許し、人間の内面の
聖化と一新を含む（B-RC Word 2010、114 項）。バプテストの間では、バプテスマの効果が
およぶ範囲に関して様々な見解がある。ある人はバプテスマをすでに受け取った救済のし
るしと理解し、ある人は救済を回心のある特別な瞬間と制限せず、救済の賜物はバプテスマ




るとみなしている（B-RC Word 2010、95 項）。恩寵の賜物がいつ与えられるかについて、
カトリックは受洗者の年齢に関係なくバプテスマにおいて与えられると主張し、バプテス
トはバプテスマの際に、回心の瞬間にすでに与えられている聖霊を心の中により豊かに与
























 最後に本対話に対して次の 3 点を問題点として指摘しておきたい。第 1 の問題点は、本
対話の参加者に関して、ローマ・カトリック教会では教皇庁キリスト教一致推進評議会から、





















503 Cf. The Status of this Report, in 
http://www.vatican.va/roman_curia/pontifical_councils/chrstuni/Bapstist%20alliance/rc_pc_chrstuni_d
oc_20101213_report-2006-2010_en.html   Available 2018 年 10 月現在. 
504 神田健次「付録『アーノルズハイン・テーゼ』について」, 日本基督教団宣教研究所編『聖餐』, 日本










(Community of Protestant Churches in Europe, 略称 CPCE)を結成し、現在、ヨーロッパ
と南アメリカにある 94 のルーテル教会、メソジスト教会、改革派教会、合同教会が加盟し
ている。本節では、2003 年以前のものはロイエンベルク教会共同体、2003 年以後について












（1）『ロイエンベルク協約』（1973 年）～『バプテスマの教義と執行』（1994 年） 
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他『リマ文書』の補足箇所として次の 5 点が挙げられる。 
第 1 は、バプテスマは罪の許しであり、命の再生であるが、報告書では『リマ文書』への
 
509 Cf. Leuenberg Agreement, p. 39 (§ 13). 
510 Cf. ibid., p. 39 (§ 14). 
511 Cf. ibid., p. 42 (§ 29). 
512 Cf. ibid., p. 42 (§ 30).  
513 Cf. ibid., p. 42 (§ 33).  
『ロイエンベルク協約』の締結に至る歴史的経緯と職務に関する研究に関しては、西原廉太『聖公会の職
制論―エキュメニカル対話の視点から―』、340-343 頁を参照。 
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516 Cf. ibid., p. 34 (I-2). 
517 Cf. ibid., pp. 34-35 (I-3). 
518 Cf. ibid., p. 35 (I-3). 
519 Cf. ibid., pp. 37-38 (III-1). 
520 Cf. ibid., pp. 35-36 (I-4). 
521 Cf. ibid., p. 39 (III-4). 
522 Cf. ibid., pp. 38-39 (III-2, 3). 



































524 Cf. ibid., pp. 36-37 (II). 
525 Cf. ibid., p. 42 (IV-7). 
526 Cf. ibid., p. 37 (II).  
527 K. バルト著・宍戸達訳『教会の洗礼論』, 新教出版社, 2008 を参照. 原典発表は 1943 年. 




































529 Cf. ibid., p. 23 (II-11). 
530 Cf. ibid., pp. 18-23 (II-1~11). 
531 Cf. ibid., pp. 26-29 (IV). 
532 Cf. ibid., p. 22 (II-9). 




【 要約的考察 】 
 
 


















2011 年対話報告書(M-RC Durban 2011)では、『リマ文書』「バプテスマ」の引用が本文 197































































































535 The Porvoo Common Statement. 
  Available 2018 年 11 月現在. 
 http://www.porvoocommunion.org/porvoo_communion/statement/the-statement-in-english/ 
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206－207 頁を参照。 
536 『ポルヴォー共同声明』に参加した教会は、the Church of Denmark, the Church of England, the 
Estonian Evangelical-Lutheran Church, the Evangelical-Lutheran Church of Finland, the 
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538 Cf. Jeffrey A. Truscott, The Rite of Holy Baptism in the “Lutheran Book of Worship”, in Baptism 
Today, p. 51. 
539 教皇庁キリスト教一致推進評議会・東門陽二郎訳『エキュメニズム新指針―その原則と規定の適用』, 






































540 Cf. Paul Fiddes, The Baptism of Believers, in Baptism Today, p. 78. 
541 “the Catholic churches and the Orthodox churches recognize each other as sister churches” (Growth 
in Agreement II, p. 681). 










































543 西原廉太監訳・橋本祐樹訳『教会』, 134 頁. The Church: Towards a Common Vision, pp. 24-25 (§ 42). 
傍点は英文にはなく、英語イタリック体に関しても訳文通りに引用している。 
544 F. X. デュルウェル著・小平正寿訳『エウカリスティア―過越の秘跡』, サンパウロ, 1996, 153 頁. 
545 Cf. One Baptism, p. 9 (§ 42). 
























547 『カトリック儀式書―成人のキリスト教入信式』, 27 頁. 




ibid., pp. 229-231）。 
549『エキュメニズム新指針』122－131 項を参照. 
550 Cf. Kenan B. Osborne, The Christian Sacraments of Initiation, p. 231. 
教理上の問題と神学的解釈の区別に関して、聖公会－ローマ・カトリック教会間対話においても、「教理
上の様々の教えに賛同しまた会得する方法と、またそれらの教えを神学的に理解し解釈する正当な方法を、
共同でさらに調べるべきである」（A-RC Malta 1968、5 項）と提案されている。 
551 ここで提案したバプテスマの執行者の条件は、米国カトリック司教協議会－改革派（北米キリスト教改
革派教会、米国長老派教会、米国改革派教会、キリスト合同教会）間で 2007 年に発表された報告書を参考
にしている。Cf. These Living Waters: Common Agreement on Mutual Recognition of Baptism－A Report 
of the Catholic Reformed Dialogue in United States 2003-2007, p. 59.  




Common Agreement on Mutual Recognition of Baptism －Roman Catholic-Reformed Church 
Dialogue, Round VII. 














しつつ、この問題を考察する。表 3 で使用した文献は脚注に記す553。 
 
 
表 3 幼児バプテスマ・信仰告白者のバプテスマのみの執行の根拠 






（①Eagan, p. 48）。 
新約聖書 
新約聖書の記述に基づく（③


















553 ①Eagan: Joseph F. Eagan, S.J., The Authority and Justification for Infant Baptism, in Louisville 
Consultation on Baptism, pp. 47-61. 
②Thorwald Lorenzen: Thorwald Lorenzen, Baptist and Ecumenicity with Special Reference to Baptism, 
in ibid., pp. 21-45. 
③Beasley-Murray: G. B. Beasley-Murray, The Authority and Justification for Believers’ Baptism, in 
ibid., pp. 63-70. 
④バプテスト世界連盟－ローマ・カトリック教会間対話: 
B-RC Summons 1988＝Summons to Witness to Christ in Today’s World (1988). 
⑤バプテスト世界連盟－ローマ・カトリック教会間対話: 






































Word 2010、75 項）。 
5.神の招きと




























  幼児のバプテスマを執行する根拠 信仰告白者のバプテスマのみを執行
する根拠 
7.個人と共同









































554 Cf. Mark Searle, Infant Baptism Reconsidered, in Maxwell E. Johnson ed., Living Water, Sealing 
Spirit-Readings on Christian Initiation, Minnesota: The Liturgical Press, 1995, p. 386. サールは、過去
にも現在においても、幼児バプテスマの議論がバプテスマ単独で、また幼児に関してもほとんどされてい
ないのは、伝統的な幼児バプテスマの研究方法が不適切であるからと主張している。 
555 Cf. Louisville Consultation on Baptism, p. 106. 
556 J. H. マッケンナ著・佐々木直子訳「幼児洗礼の神学的考察」『神学ダイジェスト』（上智大学神学会）
88 号, 2000, 76 頁. 傍点は訳文通りである。 
557 Cf. O-RC II 1987, 10 項 (Growth in Agreement II, p. 662). 

































に一致をもたらす多様性として認識されていったかを、WCC および 2 教会間対話から検証
 
559 キリスト者が日本の総人口に占める比率は 2018 年ではおよそ 0.78%である（キリスト教年鑑編集委員
会編『キリスト教年鑑 2018 年版（通巻第 61 巻）』, キリスト新聞社, 2018, 41 頁を参照）。 
560 Cf. Kenan B. Osborne, The Christian Sacraments of Initiation, p. 59. 
561 Cf. Vasilios Karayiannis, A Reflection on the Study Document, in Thomas F. Best ed., Faith and 
Order at the Crossroads. Kuala Lumpur 2004, p. 141. 
562 Cf. Yves Congar, tr. by John Bowden, Diversity and Communion, London: SCM Press Ltd., 1984, 












対立する概念ではなく、相違における一致として捉えられた565。WCC 第 3 回総会（1961
年）では、一致は組織、儀式、表現の単なる均一性(uniformity) 566ではないと具体的に表さ











の一致」(Unity in Reconciled Diversity)（L-RC Unity 1984、31－34 項）と表現され、「『諸
教会の遺産の多種多様性は道理にかなったもの』であり、『教会全般における命の豊かさ』
の一部を形成する」569（L-RC Unity 1984、32 項）と考えられている。すなわち、他教会
の伝統の遺産との出会いの中で自分たちの伝統や諸伝統は、排他性と不和をもたらす分裂
の性質を失い、多種多様という表現でキリスト教信仰の告白形態の永続的な価値を認める
（L-RC Unity 1984、32－33 項）。このように諸教会は、多様性が一致を阻んでいるのでは
なく、むしろ、多様性の中にキリスト教伝統の価値があることを理解していったのである。
 
563 Cf. H. N. Bate ed., Faith and Order. Proceedings of the World Conference, p. 331. 
564 Cf. ibid., p. 341. 
565  Cf. W. A. Visser ’t Hooft ed., The First Assembly of the World Council of Churches Held at 
Amsterdam August 22th to September 4th, 1948 (The Official Report), London: SCM Press Ltd, 1949, 
pp. 54-55. 
566 W. A. Visser ’t Hooft ed., The New Delhi Report, p. 117. 
567 P. C. Rodger and L. Vischer eds., The Fourth World Conference on Faith and Order, p. 50 (§ 38).  
“many different backgrounds and many different histories”. 
568 Cf. Leuenberg Agreement, p. 42 (§ 30). 
569 “the variety of denominational heritages [is] legitimate” and forms part of “the richness of life in the 





































1993, 27 頁 (43 項). 両教会間対話文書の訳文に関しては、資料（1）ローマ・カトリック教会－他教会間
対話報告書一覧の聖公会－ローマ・カトリック教会間対話の脚注を参照。 
571 H. キュンク著・石脇慶総・角田信三郎訳『教会論 下』, 新教出版社, 1977, 21－22 頁を参照. 
572 江藤直純「エキュメニズムの大きな里程標『ルーテル教会・ローマカトリック教会 義認の教理に関す
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Available 2018 年 10 月現在.  http://www.vatican.va/roman_curia/pontifical_councils/chrstuni/meth-
council-docs/rc_pc_chrstuni_doc_20060723_text-association_en.html 
574 D. ボッシュ著・東京ミッション研究所訳『宣教のパラダイム転換（上）聖書の時代から宗教改革まで』, 
新教出版社, 1999, 403 頁. 傍点は訳文通りである。 
575 Baptism and ‘Sacramental Economy’: An Agreed Statement.  




















【 要約的考察 】 
 
 








576 An Agreed Statement on the Holy Eucharist.   Available  2018 年 11 月現在.  
http://www.usccb.org/beliefs-and-teachings/ecumenical-and-
interreligious/ecumenical/orthodox/holy-eucharist.cfm  
An Agreed Statement on the Church, in Joseph A. Burgess and Jeffrey Gros, FSC, eds., Building 
Unity, pp. 330-331. 
  The Pastoral Office: A Joint Statement.   Available 2018 年 11 月現在. 
  http://www.usccb.org/beliefs-and-teachings/ecumenical-and- 
interreligious/ecumenical/orthodox/pastoral-office.cfm   
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第 3 回信仰職制世界会議（1952 年）では、バプテスマをめぐって幼児のバプテスマ以外
に、執行方法として浸礼以外の方法が討議され、バプテスマに関連して相互聖餐が初めて取
り上げられた。その関係でバプテスマとユーカリストの関係が注目されるようになった。第




























































が 1990 年代以降に議論される。 
第 3 章は、コイノニアの概念によってバプテスマをめぐる研究が大きな転換期を迎える
ことになった第 5 回信仰職制世界会議（1993 年）から始めた。 













第 2 節では、プラハ協議会（2000 年）からクアラルンプール信仰職制全体委員会（2004
年）までのバプテスマをめぐる討議内容の展開を明らかにした。プラハ協議会ではサクラメ
ント、オーディナンス、しるし、シンボル、イメージなどのサクラメントに関連する事項が











































































































































本論文の総括的考察として次の 3 点を挙げる。 
























579 西原も『リマ文書』以降、同氏の研究対象となったのは 2 教会間対話であることを示し、「一九二七年
第一回信仰職制世界会議（ローザンヌ）以降のエキュメニカル職制論の歴史が、一九八〇年代を境に、新
たに『教会間対話』を基本としたバイラテラルな時代に入った」（西原廉太『聖公会の職制論―エキュメニ




とをうれしく思っている」580（B-RC Word 2010、212 項）と、3 条を引用して『エキュメ
ニズムに関する教令』の重みを表現している。22 条は、改革派教会世界連盟－ローマ・カ
トリック教会間対話（R-RC Ref II 1990、52 項）、メソジスト連盟－ローマ・カトリック教
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